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市政の窓

　

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
で

は
、
当
初
の
予
定
を
大
き
く
上
回

る
申
請
を
い
た
だ
き
、
18
の
事
業

を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
本
事
業

は
、
１
年
を
通
し
て
、
市
内
各
所

で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

そ
し
て
、
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る

片
岡
愛
之
助
さ
ん
主
演
の
歌
舞
伎

公
演
に
つ
い
て
は
、
広
報
よ
し
の

が
わ
７
月
号
に
演
目
や
チ
ケ
ッ
ト

販
売
な
ど
の
詳
細
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
（
６
～
７
ペ
ー
ジ
参

照
）。

　

な
お
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
く
し
ま

傾か
ぶ

く
会
の
協
力
に
よ
り
、
希
望
の

あ
っ
た
市
内
小
中
学
校
５
校
で

「
歌
舞
伎
出
前
授
業
」
を
開
催
し

ま
す
。

　６月２日の平成26年６月
吉野川市議会定例会開会日、
川真田市長は、平成26年度
のこれまでの成果と今後の市
政運営方針について、その所
信を表明し、市民の皆さんや
市議会に理解と協力を求めま
した。要旨は次のとおりです。

　

そ
の
ほ
か
、
10
周
年
を
記
念
し

て
作
成
す
る
ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ

ピ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

は
、ま
ず
、う
ち
わ
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
作
成
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
10
月
ご
ろ
に
は
ス
ト

ラ
ッ
プ
と
ぬ
い
ぐ
る
み
が
完
成

し
、
一
部
を
販
売
す
る
予
定
と
し

て
お
り
、
10
周
年
の
周
知
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
職
員
発
案
に
よ
る
効
果

的
な
雰
囲
気
づ
く
り
と
し
て
、
経

費
を
抑
え
た
手
作
り
の
Ｐ
Ｒ
マ
ー

ク
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
し
、
さ
ら

に
盛
り
上
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

４
月
に
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
と
し
て
、「
川
島
こ
ど
も
園
」

が
開
園
し
ま
し
た
。

  

現
在
、
１
９
３
人
の
園
児
が
入

園
し
て
お
り
、
４
、５
歳
児
が
幼

稚
園
と
保
育
所
に
分
か
れ
る
こ
と

な
く
、
同
年
齢
児
が
同
じ
ク
ラ
ス

で
幼
児
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム
」
は
、
１
カ

月
あ
た
り
平
均
１
３
０
０
人
の
利

用
が
あ
り
、
送
迎
後
に
立
ち
寄
れ

る
な
ど
、
一
体
施
設
と
し
て
の
利

便
性
向
上
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
２
水
曜
日
に
は
他

の
保
育
所
同
様
に
園
庭
を
開
放
し

て
お
り
、
誰
も
が
親
し
み
の
持
て

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
育

児
相
談
を
は
じ
め
、
親
子
が
気
軽

に
集
い
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
園
児
の
健
全
な
心

身
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
教
育
の

一
環
と
し
て
、「
川
島
こ
ど
も
園
」

の
開
園
に
合
わ
せ
、
５
月
か
ら
市

内
の
全
幼
稚
園
で
、
週
５
日
の
完

全
給
食
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
公
立
幼
稚
園
13
園
で
約

４
０
０
食
を
提
供
し
て
お
り
、
今

後
も
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
の

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
際
し
、
低
所
得
者
お
よ
び
子

育
て
世
帯
へ
の
負
担
の
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
」
の
枠
組
み
の
中

で
講
じ
る
社
会
保
障
の
充
実
の
た

め
の
措
置
と
併
せ
、
低
所
得
者
お

よ
び
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
適
切

な
配
慮
を
行
う
た
め
、
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
給
付
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

受
け
付
け
は
６
月
23
日
か
ら
開

始
し
、
８
月
中
旬
に
は
１
回
目
の

給
付
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
学
校
再
編

　

本
年
１
月
、市
教
育
委
員
会
は
、

「
学
校
再
編
計
画
素
案
」
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

公
表
後
、
素
案
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬

に
各
地
区
で
７
回
、
４
月
に
は
第

１
期
計
画
の
対
象
と
な
る
各
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
６
回
開
催
し
ま
し

た
。

　

十
分
な
理
解
を
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
さ
ら
に
説
明
が
必
要
な
学

校
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
小

規
模
化
が
顕
著
な
川
田
地
区
の
小

学
校
と
種
野
小
学
校
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

川
田
地
区
と
美
郷
地
区
で
は
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
５
月
下

旬
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
地
区
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し

た
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
学
校
再
編

の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
地
域

に
つ
い
て
は
、
校
舎
の
整
備
や
通

学
支
援
な
ど
の
財
政
負
担
を
勘
案

し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
整
備
へ
の
配
慮
に
よ
り
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
着
手
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

職員手作りのワッペン

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
・
給
付
事
業
準
備
状
況

市
制
10
周
年
記
念
事
業

こ
ど
も
園
の
運
営

幼
稚
園
の
給
食
提
供
開
始
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●
自
然
災
害
へ
の
備
え

　

近
年
の
異
常
気
象
は
、
局
地
的

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
防
災
・

減
災
を
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
に

つ
い
て
も
、
食
糧
備
蓄
や
飲
料
水

の
確
保
に
加
え
、
生
活
必
需
品
な

ど
の
物
資
に
つ
い
て
も
順
次
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
震
な
ど
の
発
災
直

後
は
支
援
物
資
到
着
が
遅
れ
る
場

合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各

家
庭
に
お
い
て
も
一
週
間
程
度
の

備
蓄
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
ほ
た
る
川
排
水
機
場

　

平
成
23
年
度
か
ら
建
設
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
「
ほ
た
る

川
排
水
機
場
」
が
、
本
年
３
月
末

に
完
成
し
、
６
月
７
日
、
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
た
る
川
は
、
吉
野
川
本
川
の

水
位
が
高
く
な
る
と
自
然
排
水
が

で
き
な
く
な
る
た
め
、
毎
年
台
風

時
な
ど
に
は
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
排
水
機
場
が
稼
働
す

る
こ
と
に
よ
り
、
流
域
の
浸
水
被

害
軽
減
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
美
郷
魅
力
発
信
に
よ
る
後
継
者

づ
く
り
事
業

　

美
郷
地
域
で
は
、
全
国
初
の
梅

酒
特
区
に
よ
る
梅
酒
の
製
造
・
販

売
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
や

高
開
集
落
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
振
興
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

行
が
著
し
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
魅
力
や
伝
統
な
ど
の
継
承

が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
」

に
は
、
伝
統
・
文
化
の
継
承
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
居
住

者
を
募
集
し
、
後
継
者
育
成
を
図

る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」

へ
の
取
り
組
み
に
加
え
、
過
疎
集

落
等
自
立
再
生
対
策
事
業
の
「
美

郷
魅
力
発
信
に
よ
る
後
継
者
づ
く

り
事
業
」
が
国
の
採
択
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
山
村
特
有
の
魅
力
を

後
世
に
伝
え
、
残
し
て
い
く
た
め

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
、
ゴ
ミ
の

減
量
と
資
源
化

　

５
月
11
日
、「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー

ン
」
環
境
美
化
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
昨
年
を
上
回
る
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
と
雑

紙
分
別
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
各
種
団
体
に
「
生

ご
み
の
水
切
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
各
自
治
会
な

ど
に
も
お
願
い
し
、
市
内
全
域
に

拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
夏
休
み
に
市
内

３
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た「
夏
休
み
雑
紙
分
別
大
作
戦
」

を
、
今
年
は
市
内
全
小
学
校
へ
拡

大
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
雑
紙
分
別
に
よ
る
「
子
ど
も

か
ら
親
へ
の
意
識
啓
発
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
事
業
系
の
ご
み
が
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
事
業
所
に
対

し
積
極
的
に
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、
６
月
中
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
る
委
託
業
者
選
定
を
行

い
、
介
護
保
険
被
保
険
者
な
ど
で

構
成
す
る
「
介
護
保
険
計
画
策
定

委
員
会
」
を
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
末
開
催
の
第
１
回

策
定
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
の
日

常
生
活
ニ
ー
ズ
調
査
の
各
項
目
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
計
画
に
反

映
さ
せ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
審
議

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
ご
ろ
の
策
定
完
了
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
国
か
ら
の

指
針
な
ど
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
は
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
徴
収
等
包
括
業
務
委
託
の
成
果

　

水
道
事
業
経
営
の
効
率
化
を
推

進
す
る
た
め
開
始
し
た
、
上
下
水

道
料
金
の
徴
収
等
包
括
業
務
民
間

委
託
は
、
５
月
で
１
年
５
カ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

成
果
と
し
て
、
名
義
変
更
な
ど

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

か
ら
手
続
き
可
能
と
な
り
、
利
便

性
が
格
段
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
平
成
25
年
度
決
算
を
基

に
、
業
務
経
費
の
削
減
効
果
を
数

値
化
し
て
経
営
分
析
を
行
う
な

ど
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
活
性
化

簡
素
で
効
率
的
な

行
政
基
盤
の
確
立

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

環
境
を
大
切
に
す
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

レッツ・クリーンを実施

完成したほたる川排水機場
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●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

本
市
で
は
、
不
用
な
公
有
財
産

や
物
品
な
ど
を
、
昨
年
度
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

活
用
し
た
処
分
を
始
め
て
お
り
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
な
ど
３
点
を

約
１
６
０
万
円
で
売
却
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
歳
入
確
保
の
観
点

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
積

極
的
に
活
用
し
、
不
用
な
公
有
財

産
の
処
分
を
有
効
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
26
年
６
月
市
議
会
定
例
会

が
６
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
19

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
市
長

が
提
案
し
た
15
議
案
す
べ
て
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
等
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

桒
原
五
男
（
く
わ
は
ら
・
い
つ
お
）

氏
＝
62
歳
、
鴨
島
町
知
恵
島

岸
田
秀
樹
（
き
し
だ
・
ひ
で
き
）

氏
＝
64
歳
、
鴨
島
町
喜
来

　

各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。
◎
は
委
員
長
、
○
は
副

委
員
長
（
敬
称
略
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
河
野
利
英
、
○
岡
田
光
男
、
細

井
英
輔
、
岸
田
秀
樹
、
近
久
善
博
、

川
村
辰
夫
、
桒
原
五
男

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

◎
相
原
一
永
、
○
田
村
修
司
、
塩

田
智
子
、
藤
原
一
正
、
枝
澤
幹
太
、

増
富
義
明
、
北
川
麦

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

◎
工
藤
俊
夫
、
○
阿
佐
勝
彦
、
岸

田
益
雄
、
原
田
由
一
、
高
木
純
、

福
岡
正

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
近
久
善
博
、
○
高
木
純
、
河
野

利
英
、
枝
澤
幹
太
、
相
原
一
永
、

工
藤
俊
夫
、
北
川
麦

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
岡
田
光
男
、
○
岸
田
益
雄
、
塩

田
智
子
、
阿
佐
勝
彦
、
細
井
英
輔
、

田
村
修
司

◆
徳
島
中
央
広
域
連
合
議
会
議
員

（
敬
称
略
）

桒
原
五
男
、
岸
田
秀
樹
、
河
野
利

英
、
藤
原
一
正

◆
阿
北
火
葬
場
管
理
組
合
議
会
議

員
（
敬
称
略
）

桒
原
五
男
、
河
野
利
英
、
枝
澤
幹

太
、
増
富
義
明
、
工
藤
俊
夫

◆
阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会
議
員
（
敬
称
略
）

桒
原
五
男
、
相
原
一
永
、
福
岡
正
、

枝
澤
幹
太
、
塩
田
智
子
、
川
村
辰

夫
、
北
川
麦

◆
阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会
議
員

（
敬
称
略
）

桒
原
五
男
、
河
野
利
英
、
塩
田
智

子
、
岸
田
益
雄
、
高
木
純
、
工
藤

俊
夫
、
阿
佐
勝
彦

◆
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

議
員
（
敬
称
略
）

桒
原
五
男
、
河
野
利
英
、
細
井
英

輔
、
近
久
善
博
、
高
木
純
、
原
田

由
一
、
岡
田
光
男

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
５
億

４
５
４
２
万
４
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
０
３
億
３
０
９
６

万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限

度
額
を
14
万
円
か
ら
16
万
円
に
、

介
護
納
付
金
課
税
限
度
額
を
12
万

円
か
ら
14
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
保
険
基
盤
安

定
制
度
の
拡
充
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
判
定
所
得
の
算

定
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
改
正
に
伴
う
軽
自
動

車
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
、
原
動

機
付
自
転
車
、
二
輪
の
軽
自
動
車

お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
税

率
に
つ
い
て
は
現
行
の
約
１
・
５

倍
（
引
き
上
げ
後
、
２
０
０
０
円

未
満
の
場
合
は
２
０
０
０
円
）
に

引
き
上
げ
、
三
輪
お
よ
び
四
輪
以

上
の
軽
自
動
車
な
ら
び
に
小
型
特

殊
自
動
車
の
税
率
に
つ
い
て
は
、

自
家
用
車
は
現
行
の
１
・
５
倍
に
、

そ
の
他
の
車
両
に
つ
い
て
は
現
行

の
約
１
・
25
倍
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１
５

１
０
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
９
０
億
４
８
３
６
万
３

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
監
査
委
員
の
選
任

　

市
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し

て
、
増
富
義
明
（
ま
す
と
み
・
よ

し
あ
き
）
氏
＝
48
歳
、
山
川
町
八

幡
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り

専
決
処
分

予
算

人
事

議
長

副
議
長

各
種
委
員
会
委
員

　

紙
面
の
関
係
で
一
部
を
抜

粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。
全
文
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.

yoshinogaw
a.lg.jp
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～ 中学校 ～

●問い合わせ　市教育総務課　☎22-2272

　先月号では小学校の状況を見ましたが、今月号では中学校の状況を見てみましょう。

　◆生徒数の減少
平成26年度の生徒数は922人で、この20年間に911人（49.7％）減少しています。
これは、市立中学校以外への進学、特に平成18年度に設立された県立川島中学校へ、平成26年度には本市

から112人が通学していることなども影響していると考えられます。
平成38年度には、さらに減少し、790人になると推計しています。なお、この推計は、市立中学校以外へ

の進学は考慮しないで、児童全員が市立中学校に入学すると仮定した生徒数です。また、国立社会保障・人口
問題研究所の将来推計人口によると、市全体として少子化傾向は続くと見込まれています。 

　◆各中学校の推移
平成25年度中に生まれた子どもが、中学校へ入学する平成38年度の通常学級数および生徒数を見ると、す

べての中学校で生徒数が減少し、通常学級数が６に満たない学校が発生する見込みです。
中学校において通常学級数が６に満たないということは、１学年当たり１学級のいわゆる単学級が生じるこ

とを意味しています。
※平成38年度の推計は、平成26年５月１日現在で住民基本台帳に記載されている０歳から２歳児の人数を校区ごとに当

てはめて推計しています。転入転出などは考慮していません。 
 （単位：学級、人）

学校名
平成６年度 平成16年度 平成26年度

推
計

平成38年度
通常学級数 生徒数 通常学級数 生徒数 通常学級数 生徒数 通常学級数 生徒数

鴨 島 東 中 学 校 9 346 9 259 6 148 4 118
鴨島第一中学校 16 637 12 449 12 383 10 340
市立川島中学校 9 326 9 241 6 151 6 149
山 川 中 学 校 13 467 11 367 9 240 6 183
美 郷 中 学 校 3 57 3 27 H22〜休校 ー

計 50 1,833 44 1,343 33 922 26 790
○平成６・16・26年度は、学校基本調査による通常学級数・生徒数です。平成38年度推計の通常学級数の学級編成は、１年生は

１学級35人、２〜３年生は１学級40人を上限としています。 

中学校の状況

○
「
学
ん
で
！
作
っ
て
！
た
た
い

て
ど
こ
ド
ン
！
」（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
太
鼓
の
楽
校
）
＝
和
太
鼓

の
鳴
る
仕
組
み
を
学
び
な
が
ら
太

鼓
を
制
作
し
、
で
き
あ
が
っ
た
太

鼓
や
い
ろ
ん
な
楽
器
を
演
奏
し
た

り
、
郷
土
芸
能
の
演
奏
鑑
賞
を
し

た
り
し
ま
す
。

と
き　

８
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

○
「
親
子
で
楽
し
く
習
字
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
」（
パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
）
＝

書
道
と
い
う
日
本
文
化
に
慣
れ
楽

し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
親
子

で
書
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
で
き

あ
が
っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

８
月
27
日
㈬
午
後
１
時

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館

参
加
費　

無
料

※
事
前
に
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

５
月
５
日
、
鴨
島
駅
前
に
お
い

て
、「
第
３
回
ご
く
ろ
う
駅
前
も
の

が
た
り
」
が
鴨
島
町
商
店
街
連
合

会
協
同
組
合
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
制
10
周
年
と
、
Ｊ
Ｒ

徳
島
線
の
全
線
開
通
１
０
０
周
年

を
併
せ
て
祝
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

実
施
し
、
吉
野
川
高
等
学
校
の
物

産
販
売
、
ミ
ニ
列
車
体
験
乗
車
、

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
「
五
九

郎
さ
ん
に
ま
つ
わ
る
お
話
」、
五
九

郎
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ご
く
ろ
う
焼
き
、

五
九
郎
作
品
展
示
な
ど
の
催
し
が

あ
り
、
１
０
０
０
人
近
く
の
人
が

来
場
し
鴨
島
駅
前
が
に
ぎ
わ
い
、

楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課 

☎
22-

２
２
２
１

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念 

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
③

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
す
！

広
報
よ
し
の
が
わ
６
月
号
の

お
詫
び
と
訂
正

　

４
ペ
ー
ジ「
学
校
再
編
を
考
え
よ
う
～
小
学
校
～
」の
表
中
、平
成
26
年
度
通
常
学
級
数
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は
、川
田
中
小
学
校「
６
学
級
」、川
田
西

小
学
校「
６
学
級
」、種
野
小
学
校「
４
学
級
」で
す
。こ
れ
に
伴
い
、平
成
26
年
度
通
常
学
級
数
計
も「
１
０
０
学
級
」と
な
り
ま
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
し
た
！

第３回ごくろう駅前ものがたり
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吉野川市市制10周年記念錦秋吉野川歌舞伎

会場席図

チケットのお買い求め
　吉野川市市制10周年記念錦秋吉野川歌舞伎チケットについては、市民限定先行販売を行い、
その後一般販売を行う予定ですので、ご注意ください。
●市民限定先行販売（市民であって、往復はがきによる応募に限定します）
　※左ページを熟読の上応募してください。
　　　はがき募集：７月９日（水）～８月８日（金）消印有効（応募多数の場合は抽選）
　　　チケット交換：結果送付後～９月12日（金）まで（土・日を除く）
●一般販売
　　　市民限定先行販売の状況により、一般販売を中止する場合がありますので、ご了承くだ
　　　さい。

舞台

４階 客席３階 客席

B席

B席

A席S席

公 演 日 平成26年10月31日（金）
公演時間 第一部 (午前11時開演 10時30分開場)

第二部 (午後３時開演 ２時30分開場)
＜第一部、第二部とも演目は同じです＞

公演場所 吉野川市鴨島公民館
（江川わくわくホール）

片岡愛之助

演　目
一、歌舞伎玉手箱
　　　ご案内  葛西聖司
二、お目見得　口上
三、義経千本桜
　　　道行初音旅

出 演 者
片岡　愛之助　ほか

主　催
吉野川市市制10周年記念
錦秋吉野川歌舞伎実行委員会

ご観劇料（税込） Ｓ席　8,000円（141席）
Ａ席　7,000円（300席）
Ｂ席　6,000円（162席）　合計603席（１公演あたり）
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往復はがき記入例

問い合わせ
吉野川市市制10周年記念

錦秋吉野川歌舞伎実行委員会事務局
（市企画財政課内）　☎22－2221

吉野川市民限定のチケット先行販売について
応募資格 平成26年７月１日現在で吉野川市内に住所を有する方
購入枚数 市民１人につき、チケット２枚まで購入できます。
応募方法 観劇を希望する方は、応募票に必要事項を記入し、往復はがきに
 貼り付け、郵送してください。
応募締切 平成26年８月８日（金）消印有効とします（９日以降の消印は無効とします）。
決定通知 決定および引き換え方法は、返信はがきにてお知らせします。
 （決定のお知らせは８月中旬、引き換えは８月下旬予定）
 なお、応募者多数の場合は、抽選となりますので、あらかじめご了承ください。
 （抽選に外れた方にもその旨を返信はがきでお知らせします）

注　意　事　項
○応募者は、吉野川市が応募資格について確認する場合、調査することに同意される方とします。
○必ず希望する時間、希望する席種、希望する枚数を記入してください。
○応募者多数の場合の抽選は、「吉野川市市制10周年記念錦秋吉野川歌舞伎実行委員会」で厳正なる抽選を行
　いますので、あらかじめご了承ください。
○未就学児童は観劇できません。
○座席の指定希望はできませんので、あらかじめご了承ください。
○座席は実行委員会で指定します。チケットの引き換え場所は、あらためてお知らせします。
○抽選に外れた方で希望する時間、希望する席種以外に空席が生じた場合は、再度抽選の対象としますので、
　希望の方は応募票中の「□欄」に□を入れてください。
○以下の場合は、無効となります。
　・観劇を希望する時間、希望する席種、希望する枚数が未記入または複数記入している場合
　・同一人物が複数応募した場合
　・市内に住所を有しても返信先が市外となっている場合
　・原則として、平成26年７月１日現在で市内に市民登録のない場合（必要に応じて確認を行います）
○募集期間終了後および確定者のキャンセルがでた場合でも、再度の市民限定の募集は行いませんので、あら
　かじめご了承ください。

吉野川市市制10周年記念錦秋吉野川歌舞伎
吉野川市民対象チケット応募票

●希望する時間
　※必ずどちらかに○をしてください。

　　　　第一部　　・　　第二部

●希望する席種
　※必ずいずれかに○をしてください。

　　　Ｓ席　・　Ａ席　・　Ｂ席

●希望する枚数
　　※必ずどちらかに○をしてください。

　 　　１枚　・　２枚

●もし、抽選に外れた場合、他の時間お
　よび席種でも可の方は、右の□内に□
　でチェックしてください。

●応募者
　　住所　吉野川市　　　　　　　　　　　　　

　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※座席の指定希望はできませんので、あらかじめご了承ください。

キリトリ線"

往信

返信

〒 776-8611

〒○○○ - ○○○○

鴨島町鴨島115-1

「錦秋吉野川歌舞伎」

　　実行委員会 宛

　ご自宅の住所

　　　氏　名

空　欄

応募票を　　
貼ってください
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６
月
４
日
、
吉
野
川
市
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
か
ら
、
川
田
中
小
学
校

と
川
田
西
小
学
校
へ
「
人
権
の
花
」

の
苗
（
サ
ル
ビ
ア
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
）

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
で
は
９
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。「
人
権
の
花
運
動
」

は
、
昭
和
57
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い

る
小
学
生
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動

で
す
。
こ
の
運
動
は
、
児
童
が
花
の

苗
や
球
根
を
自
分
た
ち
の
手
で
育
て

る
こ
と
に
よ
り
、
い
の
ち
の
大
切
さ
・

継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
・
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
、
感

性
豊
か
な
心
を
育
み
、
人
権
に
つ
い

て
も
真
剣
に
考
え
る
人
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
育
て
た
花
を
保
護
者
や

地
域
の
方
と
一
緒
に
鑑
賞
し
た
り
写

生
大
会
を
開
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ

り
、
広
く
人
権
思
想
を
普
及
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
徳
島
地
方
法
務
局
か
ら

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
人

人
権
と
ぴ
っ
く
す

Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ

み
ち
ゃ
ん
）
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
花
植
え
作
業
の
後
、
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
人
権
劇「
花
咲
き
山
」

を
鑑
賞
し
た
川
田
中
小
学
校
の
児

童
代
表
は
、「
人
権
の
大
切
さ
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
人
権
問
題
に
つ

い
て
正
し
く
知
り
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
、
差
別
を
な
く
す
人
間
に
な
り
ま

す
。」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課 

☎
22-

２
２
２
９

咲
か
そ
う「
人
権
の
花
」

　

地
域
の
声
を
施
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
、
旧
町
村
ご
と
に
設
置

し
て
い
る
地
域
審
議
会
を
5
月
12

日
か
ら
15
日
の
間
に
開
催
し
、
平

成
26
年
度
当
初
予
算
な
ど
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
鴨
島
地
区
地
域
審
議
会
】

⃝
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

⃝
学
校
再
編
に
伴
う
教
職
員
数
の

確
保
お
よ
び
空
き
校
舎
な
ど
の

利
活
用
に
つ
い
て

⃝
川
島
地
区
以
外
の
幼
稚
園
、
保

育
所
の
一
体
化
に
つ
い
て

⃝
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
施
設
に

つ
い
て

⃝
上
水
道
の
接
続
に
対
す
る
補
助

に
つ
い
て

⃝
麻
植
協
同
病
院
移
転
に
よ
る
通

学
時
の
安
全
確
保
、
地
域
住
民

の
通
院
経
路
の
利
便
性
に
つ
い

て
⃝
家
具
転
倒
防
止
金
具
設
置
事
業

に
つ
い
て

⃝
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
雨
天
時
の
使
用
制
限
に
つ
い

て
【
美
郷
地
区
地
域
審
議
会
】

⃝
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

⃝
旧
山
川
庁
舎
活
用
事
業
に
つ
い

て
⃝
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域

解
消
事
業
に
つ
い
て

⃝
放
課
後
児
童
対
策
事
業
に
つ
い

て
⃝
種
野
小
学
校
へ
の
防
災
備
蓄
品

な
ど
の
設
置
に
つ
い
て

⃝
市
営
住
宅
の
ご
み
集
積
箱
に
つ

い
て

⃝
市
内
各
学
校
へ
の
市
単
独
教
員

加
配
に
つ
い
て

【
川
島
地
区
地
域
審
議
会
】

⃝
農
業
用
機
械
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て

⃝
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

⃝
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

⃝
交
通
安
全
対
策
（
横
断
歩
道
整

備
、
横
断
旗
設
置
な
ど
）
に
つ

い
て

⃝
川
島
こ
ど
も
園
前
の
道
路
お
よ

び
駐
車
場
内
で
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

⃝
老
人
会
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
通
安
全
対

策
へ
の
協
力
に
つ
い
て

⃝
防
犯
灯
の
管
球
の
交
換
に
つ
い

て
⃝
大
正
池
の
公
園
部
分
へ
の
シ
バ

ザ
ク
ラ
の
植
栽
に
つ
い
て

⃝
公
の
空
き
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

⃝
川
島
公
民
分
館
の
統
廃
合
に
つ

い
て

⃝
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ

い
て

【
山
川
地
区
地
域
審
議
会
】

⃝
公
共
下
水
道
の
接
続
促
進
事
業

な
ど
に
つ
い
て

⃝
農
業
振
興
に
つ
い
て

⃝
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
今
後
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
つ
い
て

⃝
学
校
再
編
時
の
統
合
先
候
補
地

の
選
定
に
つ
い
て

⃝
学
校
再
編
に
伴
う
空
き
校
舎
な

ど
の
利
活
用
に
つ
い
て

⃝
文
化
団
体
な
ど
の
全
国
大
会
参

加
時
の
補
助
に
つ
い
て

⃝
吉
野
川
市
商
工
会
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
に

対
し
て
、
市
長
な
ど
か
ら
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、

今
後
の
市
政
の
参
考
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課 

☎
22-

２
２
２
１

各
地
区
で
「
地
域
審
議
会
」
を
開
催

大切に育てます！ 協力して植えたよ！
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５
月
８
日
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
「
め
ぐ
み
フ
ァ
ミ
リ
ー　

ダ
ン
ボ

ク
ラ
ス
」
の
児
童
を
対
象
に
、
吉
野

川
高
等
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
押
し
花
ア
ー
ト
体
験

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

の
り
を
付
け
た
色
画
用
紙
に
押

し
花
を
デ
ザ
イ
ン
し
な
が
ら
配
置

し
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
を
す
る
な
ど

し
て
出
来
上
が
り
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、「
難
し
か
っ
た
け

ど
、
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
き
れ
い

に
作
れ
ま
し
た
。
母
の
日
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
し
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

５
月
15
日
、
阿
波
銀
行
鴨
島
支

店
か
ら
支
店
開
設
１
０
０
周
年
を

記
念
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の

和気あいあいと楽しく
できました

寄附に対して感謝状が
贈呈されました

災害から市民を守るた
めに

　

６
月
８
日
、15
日
、鴨
島
町
知
恵

島
の
江
川
湧
水
源
東
隣
で
開
催
さ

れ
た
、水
防
工
法
技
術
講
習
会
に

吉
野
川
市
消
防
団
員
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、国
土
交
通
省

徳
島
河
川
国
道
事
務
所
の
指
導
の

も
と
、風
水
害
か
ら
市
民
を
守
る

た
め
、水
防
技
術
の
向
上
と
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
か
ら
水
防
対

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
講
義

の
あ
と
、土
の
う
作
り
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
、各
工
法
実
技（
改
良
積
み

土
の
う
工
、月
の
輪
工
）に
つ
い
て

技
術
的
指
導
を
受
け
、消
防
団
員

は
真
剣
に
実
地
訓
練
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

収
益
金
な
ど
を
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

市
で
は
市
制
10
周
年
記
念
事
業

の
費
用
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

押
し
花
ア
ー
ト
体
験
会

水
防
工
法
技
術
講
習
会

　

５
月
24
日
、
岩
川
よ
し
ゑ
さ
ん

が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

徳
島
県
と
吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　

岩
川
さ
ん
は
、
若
い
頃
は
両
親

が
経
営
し
て
い
た
印
刷
業
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
し
た
。
食
べ
る
こ
と

が
大
好
き
で
、
中
で
も
饅ま

ん
じ
ゅ
う頭
な
ど

の
甘
い
物
や
お
刺
身
が
好
物
で
す
。

　

入
所
中
の
施
設
で
行
わ
れ
た
祝

う
会
で
は
、
入
所
者
ら
が
見
守
る

中
、
祝
い
状
を
受
け
取
り
、
拍
手

を
し
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
31
人
（
女
性
25
人
男
性
６

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

阿
波
銀
行
鴨
島
支
店

か
ら
の
寄
附

岩川よしゑさん

今
月
の
健
康

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

１
歳
の
お
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
‼

　
「
麻
し
ん
（
は
し
か
）」
は
春

先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
流
行
す

る
こ
と
が
多
く
、
注
意
が
必
要

で
す
。

　

国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
け

る
調
査
で
は
、
特
に
定
期
予
防

接
種
を
開
始
す
る
前
の
０
歳
児

お
よ
び
予
防
接
種
の
な
い
１
歳

児
に
、
多
く
患
者
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
麻
し
ん
（
は
し
か
）」
は
治

療
法
が
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
で
予

防
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
定

期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
の
方

は
、
必
ず
予
防
接
種
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

定
期
予
防
接
種
対
象
者 

■

Ⅰ
期　

生
後
12
カ
月
か
ら
24
カ

月
に
な
る
前
日
ま
で 

Ⅱ
期　

平
成
20
年
４
月
２
日
～

平
成
21
年
４
月
１
日
生

実
施
期
間　

平
成
26
年
４
月
１

日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

　

８
月
号
は｢

紫
外
線
対
策｣

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

平成26年６月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,685 （−47）

男 20,619 （−20）

女 23,066 （−27）

世帯数 17,936 （−21）

※65歳以上人口
計 13,908人  男 5,858人  女 8,050人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 7 月10日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

 7 月15日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室

 7 月22日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

 8 月14日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 7 月10日㈭ 9:00～12:00 市役所本館３階大会議室

 8 月 4 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１

 8 月 5 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

 8 月14日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

 8 月21日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 7 月18日㈮ 10:00～12:00 市役所東館２階221会議室

 8 月15日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

第
１
期

固
定
資
産
税

第
２
期

納
期
限

7
月
31
日
㈭

※
累
計
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

4
月 1件

累
計 4件

救急出動

4
月166件

累
計628件
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◆
家
族
介
護
用
品
の
支
給

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
要

件
す
べ
て
を
満
た
し
、
継
続
し
て
介
護

に
あ
た
っ
て
い
る
家
族
に
対
し
て
、
紙

お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
消
耗
品
を
指
定

業
者
か
ら
購
入
で
き
る
給
付
券
を
発
行

し
ま
す
。

支
給
要
件

①
要
介
護
者
が
65
歳
以
上
で
、
要
介
護

４
ま
た
は
要
介
護
５
に
認
定
さ
れ
て
い

る
こ
と

②
在
宅
で
あ
る
こ
と
（
施
設
入
所
、
入

院
の
期
間
は
該
当
し
な
い
）

③
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
全
員
が
住
民

税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

支
給
限
度
額

１
カ
月
あ
た
り
６
２
５
０
円
ま
で

申
請
方
法　

介
護
保
険
課
地
域
支
援
係

（
本
館
２
階
）、ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
利
用
を
決
定
す
る
前
に
購
入
し
て
い

る
も
の
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
家
族
が
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
旨
の

民
生
委
員
の
調
査
書
な
ど
が
必
要
で

す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
緊
急
通
報
装
置
貸
与

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た

は
重
度
身
体
障
が
い
者
で
一
人
暮
ら
し

の
方
に
対
し
て
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸

与
し
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

素
早
く
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
体
制
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

申
請
方
法　

介
護
保
険
課
地
域
支
援
係

（
本
館
２
階
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

担
当
者
が
訪
問
し
て
、
体
や
生
活
の
様

子
な
ど
を
聞
き
取
り
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
、
貸
与
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
貸
与
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

 

☎
22-

２
２
６
５

～
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
～

　

こ
の
手
続
き
は
、
８
月
１
日
か
ら
継

続
し
て
重
度
医
療
を
受
け
る
た
め
の
大

切
な
手
続
き
で
す
の
で
、
更
新
手
続
き

が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

福
祉
総
務
課
障
が
い
福
祉

係
（
本
館
２
階
）、ま
た
は
各
支
所
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）

※
受
付
場
所
へ
来
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
郵
送
で
も
結
構
で
す
（
６
月
に
送

付
し
た
個
別
通
知
に
同
封
の
返
信
用
封

筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

障
が
い
福
祉
係

 

☎
22-

２
２
６
３

　

徳
島
県
で
は
、
一
日
約
70
か
ら
80
人

分
の
４
０
０
㎖
献
血
が
必
要
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と
き　

７
月
16
日
㈬

と
こ
ろ

○
マ
マ
の
店
鴨
島
店

 

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ
店

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

 

☎
22-

２
２
６
１

徳
島
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
３
１
）
３
２
０
０

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

７
月
27
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３

お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
が
い
者
等

医
療
費
受
給
者
の
方
へ

ご
存
じ
で
す
か
？

～
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
～

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

方
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
書
類
提
出

が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早

急
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

 

☎
22-

２
２
６
６

～
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
～

　

継
続
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
大
切
な
手
続
き

で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

 

☎
22-

２
２
６
６

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
、
窓
口
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
る
限
度
額
適
用
等
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
７
月

31
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
更

新
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
も
、
該
当
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
新
規
申
請
が
で
き
ま
す
。

該
当
要
件　

吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
て
、
国
民
健
康
保
険
税

の
未
納
が
な
い
方

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
過
去

１
年
以
内
の
入
院
が
90
日
を
超
え
る
場

合
に
は
、
さ
ら
に
食
事
代
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

申
請
期
間　

随
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

　

発
効
期
日
は
、
申
請
し
た
月
の
初
日

と
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
月
の
医

療
費
は
、
高
額
療
養
費
の
払
い
戻
し
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
該
当
さ

れ
る
方
に
は
通
知
し
ま
す
）。

申
請
場
所　

国
保
年
金
課
（
本
館
１

階
）、
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）

申
請
に
必
要
な
物

①
印
鑑

②
対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証※
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
過
去
１
年
以

内
に
90
日
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

は
、
そ
の
期
間
分
の
領
収
書
ま
た
は
請

求
書問

い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
健
康
保
険
係

 

☎
22-

２
２
１
３

　

吉
野
川
市
役
所
お
よ
び
市
が
管
理
す

る
公
共
施
設
な
ど
に
お
い
て
、
会
議
室

の
冷
房
設
定
温
度
を
28
度
と
す
る
こ
と

や
、
照
明
の
使
用
を
必
要
最
小
限
と
す

る
こ
と
な
ど
の
節
電
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課　

財
産
企
画
管
理
係

 

☎
22-

２
２
３
１

　

平
成
26
年
度
の
現
地
確
認
時
期
に
つ

い
て
は
、
７
月
14
日
㈪
か
ら
８
月
15
日

㈮
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。
市
外
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
現
地
確
認
が
終
了
し

た
後
に
順
次
確
認
す
る
予
定
で
す
。

　

前
述
の
期
間
中
に
現
地
確
認
を
行

い
、
現
地
確
認
結
果
を
申
請
者
に
９
月

上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

旧
の
転
作
制
度
で
は
、
市
役
所
か
ら
確

認
札
を
送
付
し
、
対
象
農
地
に
立
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
確
認
札

の
送
付
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
札
を
立
て

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課 

☎
22-

２
２
２
８

Ｊ
Ａ
麻
植
郡
本
所 

☎
24-

１
１
３
７

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

児
童
手
当
現
況
届
は

お
済
み
で
す
か
？

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
受
給
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
等

認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

吉
野
川
市
公
共
施
設
の

節
電
対
策
に
つ
い
て

経
営
所
得
安
定
対
策
の

現
地
確
認
に
つ
い
て
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○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
届
出
書
類
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
代
理
の

方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
19
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
３
階
大
会
議
室

※
出
席
者
は
、
１
候
補
者
に
つ
き
２
人

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

　

立
候
補
届
受
付
の
当
日
に
、
書
類
な

ど
の
不
備
で
立
候
補
で
き
な
い
と
い
っ

た
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
次
の
日
程
で

事
前
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
立
候
補

予
定
者
ま
た
は
代
理
の
方
は
届
出
書
類

の
事
前
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
１
階
１
１
１
会

議
室

○
立
候
補
届
の
受
け
付
け

と
き　

８
月
31
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

と
こ
ろ

▼
市
役
所
本
館
３
階
大
会
議
室
（
午
前

８
時
30
分
～
午
前
９
時
30
分
）

▼
市
役
所
本
館
１
階
１
１
１
会
議
室

（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
）

問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会 

☎
22-

２
２
１
１

　

吉
野
川
市
で
は
、
来
年
度
進
学
を
予

定
し
て
い
る
中
学
生
・
高
校
生
の
方
が
、

安
心
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
奨
学
金
貸
与
申
請
の
事
前
受
付

を
行
い
ま
す
。
審
査
に
よ
り
認
め
ら
れ

る
と
、「
吉
野
川
市
奨
学
生
採
用
候
補

者
」
と
な
り
ま
す
（
進
路
決
定
後
に
、

正
式
な
貸
与
決
定
の
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
）。

　

事
前
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

貸
与
要
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
旺
盛
で
成
績
が
優
秀
な

方③
市
内
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

の
子
（
父
・
母
と
も
に
い
な
い
方
は
、

本
人
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

貸
与
月
額

○
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の
全
日

制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す
る
金
額

（
１
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

○
国
立
大
学　

２
０
０
０
０
円

○
私
立
大
学　

２
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

大
学
卒
業
の
場
合
は
15
年
以
内
、
高
等

学
校
卒
業
の
場
合
は
20
年
以
内
の
均
等

償
還

※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
事
前
申
請
書

②
所
得
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く
世
帯

全
員
分
）

※
所
得
証
明
手
数
料
は
無
料
（
奨
学
金

貸
与
事
前
申
請
書
の
提
示
が
必
要
）
で

す
。

③
在
学
証
明
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
教
育
総
務
課
（
東

館
３
階
）、
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
教
育
総
務
課 
☎
22-

２
２
７
２

　

私
有
地
に
お
い
て
繁
茂
し
た
庭
木

（
枝
葉
）
お
よ
び
雑
草
が
、
道
路
上
に

張
り
出
し
た
状
態
に
な
る
と
、
道
路
通

行
の
支
障
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
起
因
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

そ
の
所
有
者
が
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

安
全
に
道
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
個
人
所
有
地
の
庭
木
お
よ
び
雑

草
に
つ
い
て
は
、
剪せ
ん

定て
い

・
伐
採
・
除
草

な
ど
の
適
正
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
監
理
課 

☎
22-

２
２
５
２

道
路
沿
い
の
庭
木
の

管
理
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
は
９
月
７
日
㈰
で
す

平
成
26
年
度
奨
学
金
貸
与

事
前
申
請
の
受
け
付
け

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
み
ん
な
の
道
路　

や
さ
し
い
心
で　

ゆ
ず
り
あ
い	

野
口　

和
花
（
上
浦
小
学
校
１
年
）
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採
用
予
定
職
種
お
よ
び
受
験
資
格

◆
上
級
行
政

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま

た
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

◆
上
級
土
木

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま

た
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

◆
上
級
建
築

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
採
用
試
験
の
案
内
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/

　

毎
年
９
月
10
日
の
「
下
水
道
の
日
」

に
あ
わ
せ
て
、
下
水
道
の
普
及
促
進
の

た
め
第
２
回
吉
野
川
市
下
水
道
い
ろ
い

ろ
作
品
展
を
行
い
ま
す
の
で
、
出
展
す

る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
募
集
作
品　

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
、
作

文
、
標
語
、
新
聞
（
学
校
・
学
級
・
学

習
）、
書
道
の
各
部
門

○
応
募
資
格　

吉
野
川
市
在
住
の
小
・

中
学
生
ま
た
は
吉
野
川
市
内
の
学
校
に

通
う
小
・
中
学
生
（
標
語
部
門
の
み
一

般
応
募
も
受
け
付
け
ま
す
）

○
募
集
期
限　

９
月
５
日
㈮

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
市
役
所
東
館

１
階
市
民
ホ
ー
ル
に
一
定
期
間
展
示
し

た
後
、
第
54
回
下
水
道
の
日
「
下
水
道

い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま

す
。

※
各
部
門
の
応
募
規
定
お
よ
び
応
募
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課 

☎
22-

２
２
５
８

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

活
用
講
座
で
、
も
し
も
の
時
に
備
え
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

大
切
な
人
の
命
を
守
れ
ま
せ
ん
。

と
き　

８
月
29
日
㈮

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館

講
師　

徳
島
中
央
広
域
連
合
東
消
防
署

救
急
隊
長

対
象
者　

吉
野
川
市
在
住
の
方

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館 

☎
25-

２
１
８
０

平
成
26
年
度

吉
野
川
市
職
員
採
用
試
験

○
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま

た
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

◆
初
級
土
木

○
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
た
だ

し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
４
年
制
大
学

に
お
い
て
、
２
年
を
超
え
て
在
籍
し
た

方
を
除
く
）

◆
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

○
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園

教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
保
育

士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両

方
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

採
用
予
定
人
員

●
上
級
行
政　
　
　
　
　
　

４
人
程
度

●
上
級
土
木　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

●
上
級
建
築　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

●
初
級
土
木　
　
　
　
　
　

１
人
程
度

●
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭　

１
人
程
度

第
１
次
試
験
日　

９
月
21
日
㈰

申
込
受
付
期
限　

８
月
１
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
請
求

市
総
務
課 

☎
22-

２
２
３
１

第
２
回
吉
野
川
市
下
水
道

い
ろ
い
ろ
作
品
展
の
作
品
募
集

川
島
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

～
ド
キ
ド
キ
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

受
講
生
募
集

募

　集

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
登
下
校　

ゆ
っ
た
り
時
間
で　

じ
こ
ぼ
う
し	

辻　

陸
斗
（
牛
島
小
学
校
３
年
）
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「
親
子
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
し
た
い
日
を
選
ん
で
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
の
み
の
受

け
付
け
と
な
り
ま
す
）。

と
き　

８
月
２
日
㈯

と
こ
ろ　

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
調
理
室

定
員　

６
組
（
12
人
～
18
人
）

と
き　

８
月
３
日
㈰

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館
１
階
調
理
室

定
員　

６
組
（
12
人
～
18
人
）

時
間　

い
ず
れ
の
教
室
も
午
前
10
時
～

午
後
１
時
（
終
了
予
定
）

参
加
費　

無
料

対
象
者　

吉
野
川
市
在
住
の
小
学
生

（
兄
弟
姉
妹
）
と
そ
の
親

※
調
理
台
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
関
係

上
、
１
組
に
つ
き
親
子
で
３
人
ま
で

持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
用
タ
オ

ル
な
ど

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課 

☎
22-

２
２
７
１

内
容
／
定
員
（
市
内
在
住
の
方
）

※
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

的
な
操
作
を
紹
介
）
／
各
12
人
×
２
回

※
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ
ー
ド
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
12
人
×
２
回

※
表
計
算
入
門
（
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
12
人
×
２
回

※
応
用
コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
応
用
機
能
）
／
各
12
人
×
２
回

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
２
階　

視
聴
覚
室

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

８
月
１
日
㈮
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
は
、
受
講
し
た
い
コ
ー

ス
の
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
後
、連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課 

☎
22-

２
２
７
１

　

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
地
域
の
文
化
振
興
を
目
的
と
し
、

11
月
１
日
～
３
日
ま
で
の
期
間
、
吉
野

川
市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

○
募
集
内
容　

生
花
、
陶
芸
、
写
真
、

手
芸
、
絵
画
、
書
道
な
ど

※
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、
20
号
（
72
㎝
×

60
㎝
）
程
度
ま
で
と
し
ま
す
。

○
展
示
場
所　

川
島
体
育
館

○
展
示
予
定
日　

11
月
１
日
㈯
～
３
日

㈪

○
募
集
内
容　

日
舞
、
三
味
線
、
民
謡
、

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

○
発
表
場
所　

鴨
島
公
民
館
お
よ
び
ア

メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
発
表
予
定
日　

11
月
３
日
㈪

■
募
集
期
限　

作
品
展
示
の
部
、
演
芸

の
部
と
も
８
月
31
日
㈰

■
申
込
先　

生
涯
学
習
課
（
東
館
３

階
）、
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
、
鴨
島
公

民
館
、
川
島
公
民
館
、
山
川
公
民
館
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課 

☎
22-

２
２
７
１

開催日時 8月28日㈭ 8月29日㈮ 8月30日㈯ 8月31日㈰

午後３時
　～５時

①パソコン
基礎　

③ワープロ
入門　

⑤表計算
　入門　

⑦応用　
　コース

午後５時
　～７時

②パソコン
基礎　

④ワープロ
入門　

⑥表計算
　入門　

⑧応用　
　コース

鴨
島
教
室

山
川
教
室

作
品
展
示
の
部

演
芸
の
部

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
親
子料

理
教
室

パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者
募
集

（
前
期
）

平
成
26
年
度
吉
野
川
市
文
化
祭

出
展
・
出
演
募
集

川島体育館での作品展示

夏季の節電・省エネルギー対策について　～節電へのご協力をお願いします～

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
携
帯
し
よ
う　

電
話
じ
ゃ
な
く
て　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー	

槙
納　

颯
翔
（
森
山
小
学
校
５
年
）
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① 

阿
波
踊
り
教
室

と
き　

８
月
３
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

ア
ク
ア
シ
テ
ィ
ー

② 

納
涼
花
火
大
会

　

約
９
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
と
仕

掛
け
花
火
が
、夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

と
き　

８
月
６
日
㈬
午
後
８
時
～
９
時

（
雨
天
の
場
合
８
月
27
日
㈬
）

と
こ
ろ　

鴨
島
運
動
場
（
旧
鴨
島
県
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

③ 

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
大
会

と
き　

８
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮
・
16
日

㈯
午
後
７
時
～
10
時

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

④ 

に
わ
か
連

　

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
大
会
当
日
、
に

わ
か
連
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

集
合
時
間　

午
後
７
時
45
分

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

南
の
信
号
機
の
東
側
（
空
き
地
）

⑤ 

阿
波
踊
り
広
場

と
き　

８
月
16
日
㈯
午
後
５
時
30
分
～

９
時

と
こ
ろ　

ア
ク
ア
シ
テ
ィ
ー
演
舞
場

⑥ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
選
抜
阿
波
踊
り
大
会

と
き　

８
月
30
日
㈯
午
後
６
時
～
９
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

①
、
④
、
⑤
、
⑥
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会

会
長　

細
井
英
輔

	

☎
０
９
０
（
７
６
２
４
）
３
３
５
５

②
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

吉
野
川
商
工
会
議
所 

☎
24-

２
２
７
４

③
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

阿
波
踊
り
実
行
委
員
会
（
吉
野
川
商
工

会
議
所
内
） 

☎
24-

２
２
７
４

　

障
が
い
基
礎
年
金
を
受
給
中
の
方
で
、

現
況
届
・
診
断
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
て
い

る
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
（
診
断
書
は

医
師
の
証
明
）
の
上
、
７
月
31
日
㈭
ま
で

に
国
保
年
金
課
（
本
館
１
階
）
ま
た
は
各

支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
年
中
の
所
得
の
確
認
が
必
要

で
す
の
で
、
平
成
26
年
度
（
平
成
25
年
中

所
得
）
の
所
得
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
申
告
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
吉

野
川
市
に
転
入
し
た
方
は
、
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
、
住
民
票
が
あ
っ
た
市
町
村

で
発
行
さ
れ
た
平
成
26
年
度
の
所
得
課
税

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
な
ど
の
定

額
保
険
料
に
プ
ラ
ス
し
て
付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年

金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
は
月
額
４
０
０
円
で
、
受

給
額
は
年
額
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数
」
で
す
。
付
加
年
金
は
任
意
加

入
で
す
の
で
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
ま

た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

 

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て
い
ま

す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
８
月
21
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３
時
／

本
館
１
階
相
談
室

▽
９
月
25
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３
時
／

本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、
印

鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね
ん
き
ん

定
期
便
な
ど
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

 

☎
22-

２
２
１
３

催

　し

国
民
年
金
だ
よ
り

障
が
い
基
礎
年
金
の
現
況
届
な
ど

の
提
出
に
つ
い
て

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
年

金
相
談

国
民
年
金
保
険
料
の
付
加
保
険
料

に
つ
い
て

[空調]　室温28℃を心がける。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
よ　

よ
そ
見
お
し
ゃ
べ
り　

ふ
ざ
け
っ
こ	

森
下　

舜
（
鴨
島
小
学
校
２
年
）
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職
種【
調
理
員（
高
校
卒
業
程
度
）】

※
「
高
校
卒
業
程
度
」
と
は
、
試

験
の
程
度
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

学
歴
を
受
験
資
格
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

採
用
人
数　

４
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
調
理
師

ま
た
は
栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る

方
、
も
し
く
は
、
平
成
27
年
３
月

末
ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る

見
込
み
の
方

と
き　

９
月
21
日
㈰

と
こ
ろ　

徳
島
文
理
大
学
（
徳
島

市
山
城
町
）

試
験
方
法　

教
養
試
験
（
高
校
卒

業
程
度
）・
労
務
適
性
検
査
試
験

と
き　

11
月
上
旬
予
定

と
こ
ろ　

阿
北
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

試
験
方
法　

第
１
次
試
験
合
格
者

に
対
し
て
論
文
試
験
・
面
接

※
第
１
次
試
験
の
結
果
は
、
10
月

中
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
間　

７
月
22
日
㈫
～
８
月

５
日
㈫
午
後
５
時

※
受
験
申
込
書
は
、
阿
北
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

阿
波
市
市
場
町
市
場
字
岸
ノ
下

１
９
０
番
地
３

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

 

☎
36-

２
７
３
１

と
き　

①
７
月
27
日
㈰

 
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　

②
７
月
28
日
㈪

 

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー

附
属
看
護
学
校

内
容

○
公
開
講
座　

あ
な
た
も
で
き
る

「
血
圧
測
定
」

○
看
護
技
術
体
験
（
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
人
形
［
フ
ィ
ジ
コ
］
で
の
技

術
体
験
、
妊
婦
体
験
、
車
椅
子
移

動
、
手
洗
い
法　

な
ど
）

○
在
校
生
と
の
座
談
会　

な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

７
月
11
日
㈮
午
後
５

時※
参
加
日
時
を
選
ん
で
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護

学
校
教
務
室

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
４
５
３
４

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
21
日
㈭

 

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

 

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

と
き　

８
月
24
日
㈰
午
前
10
時

と
こ
ろ　

徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎

（
徳
島
市
新
蔵
町
１
丁
目
67
）

試
験
科
目　

知
識
試
験
、
適
性
試

験
、
技
能
試
験

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈭
（
団
体

競
技
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
が
、
個
人
競
技
は
開
催
日
当
日

で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
）

※
そ
の
他
、
水
に
ま
つ
わ
る
遊
び

や
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
親

子
「
竹
」
ふ
れ
あ
い
教
室
（
工
作

体
験
）な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

遊
ば
ん
で
ぇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
（
吉
野
川
市
商
工
会
内
）

 

☎
42-

５
６
４
２

訓
練
科
名　

Ｉ
Ｔ
技
能
科
２

訓
練
期
間　

９
月
17
日
㈬
～
12
月

16
日
㈫

募
集
期
間　

７
月
29
日
㈫
～
８
月

28
日
㈭

訓
練
実
施
機
関　

有
限
会
社
ラ
イ

ジ
ン
グ
サ
ン
（
鴨
島
町
上
下
島

１
２
５
番
地
３　

泰
栄
ビ
ル
２
階

四
国
進
学
会
鴨
島
校
）

定
員　

15
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
の

約
８
千
円
は
自
己
負
担
）

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

 

☎
24-

２
１
６
６

徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
３
（
６
２
）
３
０
６
７

申
請
書
提
出
期
間

７
月
22
日
㈫
～
８
月
14
日
㈭

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
月
曜
日
～
金
曜
日
）

※
他
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
方

は
、
申
込
先
お
よ
び
試
験
場
所
が

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局　

林
業

振
興
担
当

☎
０
８
８
（
６
２
６
）
８
５
８
３

市
農
業
振
興
課 

☎
22-

２
２
２
８

　

阿
波
と
く
し
ま
商
品
券
の
利
用

期
限
は
、『
８
月
31
日
』
で
す
。

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
る
と
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
商
工
会
議
所

 

☎
24-

２
２
７
４

吉
野
川
市
商
工
会

 

☎
42-

５
６
４
２

と
き　

８
月
24
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
（
山

川
町
前
川
）

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

職
員
募
集（
27
年
４
月
採
用
予
定
）

[空調]　エアコン使用時に“すだれ”や“よしず”などで、窓からの日差しを和らげる。

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

第
４
回
全
日
本
ウ
オ
ー
タ
ー

サ
バ
イ
バ
ル
選
手
権

緊
急
離
職
者
職
業
訓
練

対
策
事
業

阿
波
と
く
し
ま
商
品
券
は

８
月
31
日
ま
で
に

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の

お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
徳
島
県
狩
猟

免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
命
よ
り　

大
切
で
す
か　

そ
の
電
話	

田
中　

陽
也
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
４
年
）
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対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

８
月
４
日
㈪

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

９
月
10
日
㈬

 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

８
月
１
日
㈮

 

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

８
月
１
日
㈮

 

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

	

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

　

年
金
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み

と
、
定
年
後
の
職
業
生
活
設
計
に

つ
い
て
、セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

55
歳
以
上
の
在
職
中
か

求
職
中
の
方

と
き　

８
月
20
日
㈬　

午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
２
階　

視
聴
覚
室

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
に
て
、
開
催
日

の
５
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
経
営
者
協
会

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
７
７
０
１

と
き　

７
月
23
日
㈬
午
後
７
時

対
戦
相
手　

浦
和
レ
ッ
ズ

と
き　

８
月
２
日
㈯
午
後
６
時
30

分対
戦
相
手　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府会
場　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

○
夏
休
み
こ
ど
も
一
日
体
験
講
座

講
師　

笠
井
享
さ
ん

と
き　

７
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

 

研
修
室
２

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

ぞ
う
き
ん

参
加
費　

１
０
０
０
円

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
さ
ん

と
き　

７
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

 

研
修
室
４

準
備
物　

汚
れ
て
も
良
い
服
、
タ

オ
ル

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
井
和
栄
さ
ん

と
き　

７
月
27
日
㈰
午
前
８
時
40

分
～
正
午

と
こ
ろ　

藍
工
房
専
修
舘
（
鴨
島

町
喜
来　

徳
住
寺
）

準
備
物　

ゴ
ム
手
袋
、
汚
れ
の
目

立
た
な
い
服
装

参
加
費　

実
費
（
大
判
の
バ
ン

ダ
ナ
８
０
０
円
、
ガ
ー
ゼ
マ
フ

ラ
ー
１
０
０
０
円
、
コ
ッ
ト
ン
マ

フ
ラ
ー
１
７
０
０
円
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

４
０
０
０
円
ほ
か
）

※
当
日
、
サ
ン
プ
ル
を
見
て
決
め

て
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
込
み
の
場
合
は
、「
布
の
重

さ（
グ
ラ
ム
）×
13
円
＋
４
０
０
円
」

が
必
要
で
す
。

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

　

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
豊
か

な
心
を
養
う
た
め
の
こ
ど
も
俳
句

を
基
礎
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

講
師　

溝
渕
匠
さ
ん

と
き　

７
月
27
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

 

研
修
室
４

準
備
物　

筆
記
用
具
、
手
帳
、
帽

子参
加
費　

無
料

定
員　

10
組
［
15
人
］（
先
着
順
）

○
平
成
26
年
度
第
５
回
吉
野
川
市

歌
人
ク
ラ
ブ
短
歌
大
会
作
品
募
集

と
き　

11
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

 

ホ
ー
ル

参
加
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

５
０
０
円
（
昼
食
不
要
・
作
品
の

み
参
加
の
方
）

申
込
期
間　

８
月
23
日
㈯
～
９
月

13
日
㈯
必
着

申
込
先

〒
７
７
６-

０
０
１
０

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
６
９
６-

１
４

吉
野
川
市
文
化
協
会
事
務
局

問
い
合
わ
せ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

[空調]　無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

子
ど
も
陶
芸

エ
ア
ブ
ラ
シ
ア
ー
ト

藍
染
め

親
子
俳
句
講
座

巡
回
職
業
相
談

生
涯
現
役
実
現
セ
ミ
ナ
ー

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
わ
て
る
な　

急
ぐ
心
が　

事
故
を
よ
ぶ	

清
水　

優
樹
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）
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の
社
会
的
に
自
立
の
困
難
な
若
者

の
増
加
や
児
童
虐
待
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
じ
め
や
犯
罪
に

青
少
年
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が

多
発
す
る
な
ど
、
い
っ
そ
う
複
雑

化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
・
関
係
機
関
が
緊
密
に
連

携
し
、
非
行
か
ら
青
少
年
を
守
る

と
い
う
気
運
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
非
行
に
対
す
る
県
民
の
理
解

と
認
識
を
深
め
、
地
域
に
密
着
し

た
き
め
細
か
な
青
少
年
の
非
行
防

止
・
健
全
育
成
を
図
る
目
的
で
、

「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

県
警
察
で
は
こ
の
期
間
中
、
特

に
次
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

①
非
行
少
年
を
生
ま
な
い
社
会
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

②
再
非
行
防
止
に
向
け
た
少
年
の

立
ち
直
り
を
支
援
し
ま
す
。

③
街
頭
補
導
活
動
を
強
化
し
ま

す
。

④
非
行
防
止
・
薬
物
乱
用
防
止
や

携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

安
全
に
使
う
た
め
に
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
普
及
の
広
報
・
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

⑤
酒
類
・
タ
バ
コ
小
売
販
売
業
者

に
対
し
、
対
面
販
売
時
に
年
齢
確

認
の
徹
底
を
要
請
し
ま
す
。

⑥
少
年
の
非
行
や
問
題
行
動
、
サ

イ
バ
ー
な
ど
の
犯
罪
被
害
や
家

庭
・
学
校
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

少
年
相
談
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
犯
罪
被
害
や
い
じ
め
、
児
童
虐

待
に
よ
る
被
害
少
年
に
対
し
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
積
極
的
に
支

援
し
ま
す
。

⑧
少
年
の
非
行
や
問
題
行
動
の
防

止
を
図
る
た
め
、
子
育
て
に
不
安

や
迷
い
な
ど
が
あ
る
保
護
者
に
、

少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
の

手
が
か
り
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

▼
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
８
９
０
０

▼
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
３
２
４

▼
サ
ン
デ
ー
親
子
相
談
室

と
き　

８
月
３
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　

徳
島
県
警
察
本
部

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

 

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番 

☎
24-

２
３
３
１

講
座
案
内

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
～
大

気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
地
球
温
暖

化
と
健
康
～

と
き　

７
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30

分
～
２
時
45
分

○
子
ど
も
え
い
が
会
「
焼
跡
の
、

お
菓
子
の
木
」

と
き　

７
月
26
日
㈯
午
前
10
時
30

分○
男
性
料
理
教
室
～
季
節
の
素
材

を
活
か
し
た
献
立
～

と
き　

８
月
８
日
㈮
午
前
10
時

○
元
気
づ
く
り
体
操
～
腰
痛
予
防

体
操
～

と
き　

８
月
21
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時
15
分

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識

講
師　

徳
島
地
方
法
務
局
、
徳
島

公
証
役
場
、
鳴
門
公
証
役
場

と
き　

９
月
～
12
月
毎
月
第
２
水

曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
全
４
回
）

第
１
回
（
９
月
10
日
）

　
「
相
続
に
関
す
る
基
礎
的
な
法

律
知
識
に
つ
い
て
」

第
２
回
（
10
月
８
日
）

　
「
遺
言
に
つ
い
て
」

第
３
回
（
11
月
12
日
）

　
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

第
４
回
（
12
月
10
日
）

　
「
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
」

募
集

○
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
講
座
～
運
動
不

足
に
悩
む
人
・
精
神
力
や
集
中
力

を
高
め
た
い
人
、
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
！
～

と
き　

９
月
４
日
㈭
か
ら
毎
月
第

１
・
３
木
曜
日　

午
前
９
時
30
分

～
11
時

講
師　

徳
島
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会

日
野
繁
子
さ
ん　

ほ
か

費
用　

２
０
０
円
（
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
代
、
初
回
の
み
）

定
員　

15
人

○
小
学
生
夏
休
み
教
室
（
要
申
し

込
み
）

①
ポ
ス
タ
ー
教
室

講
師　

真
野
孝
彦
さ
ん

と
き　

１
回
目　

７
月
30
日
㈬

　
　
　

２
回
目　

７
月
31
日
㈭

　
　

両
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午

定
員　

30
人

対
象　

市
内
小
学
校
１
～
６
年
生

②
書
道
教
室

講
師　

吉
野
美
苑
さ
ん

と
き　

８
月
２
日
㈯

　
　

１
回
目　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

２
回
目　

午
後
１
時
～
３
時

定
員　

各
20
人

対
象　

市
内
小
学
校
４
～
６
年
生

③
お
小
遣
い
ゲ
ー
ム
教
室

講
師　

日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
徳
島
支
部

と
き　

８
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午

定
員　

30
人

対
象　

市
内
小
学
校
２
～
３
年
生

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館 

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

○
警
察
官
Ｂ
（
男
女
と
も
）

受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。
た
だ
し
、
４
年
制

大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
方
を
除
く
。

受
付
期
間　

８
月
７
日
㈭
～
８
月

28
日
㈭

第
１
次
試
験
日　

10
月
19
日
㈰

第
２
次
試
験
日　

11
月
中
旬

最
終
合
格
発
表
日　

11
月
下
旬

実
施
期
間　

８
月
31
日
㈰
ま
で

　

現
在
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
情
報
化
の
さ
ら
な
る
進
展

や
雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
、
社
会

経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
伴

い
、
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り
な
ど

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

[冷蔵庫]　設定温度を「強」から「中」に変える。

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

平
成
26
年
度
徳
島
県

警
察
職
員
採
用
試
験

「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

相
談
窓
口

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
せ
ら
ず
に　

ゆ
っ
く
り
の
ろ
う　

自
転
車
に	

大
島　

蓮
果
（
知
恵
島
小
学
校
３
年
）

18



『認知症サポーター養成講座』のご案内!!
●認知症とは？
　加齢による物忘れがひどくなった状態や心の病気と混同されがちですが、脳の細胞が死んでしまっ
たり、働きが悪くなったりすることで、生活する上で支障が出てくる状態のことをいいます。認知症
は、誰にでもおこりうる「脳の病気」です。

『認知症』と『老化による物忘れ』との違い

【認知症サポーター養成講座について】

　認知症は、要介護原因の第２位となっており、昨年６月に公表された厚生労働省研究班の結果によ
ると、「65歳以上の高齢者の４人に１人以上が認知症もしくはその予備軍」と推計されています。認
知症の人は、周囲の正しい理解と気遣いがあれば穏やかに暮らしていくことも可能であり、そのため
には地域の支え合いが不可欠です。

市民の皆さまに『認知症サポーター養成講座』の出前講座を実施します。
●認知症サポーターとは
　認知症サポーターは「なにか」特別なことをする人ではありません。
認知症に関する正しい知識と理解をもち、地域や職場で認知症の人や家族を温かく見守り支える『応
援者』です。受講修了後は、認知症サポーターのしるしとして『オレンジリング』を配布します。

　市介護保険課地域包括支援センター（本館２階）へお申し込みください。
申し込みの際に、団体名、代表者氏名、代表者電話番号、実施場所（吉野川
市内に限る）、希望日時（第３希望まで）、参加予定人数をお伝えください。

【申し込みについて】

■対　象　者 吉野川市民　１）吉野川市内の地区組織（老人会・婦人会・自治会など）
　　　　　　２）職域（市内の企業・商工会）、学校（小・中・高等学校）など

■講 義 内 容
　（約60分）

１）要介護原因と認知症　　　２）認知症とは　　　３）認知症の方への接し方
４）認知症の予防について　　５）認知症サポーターとは

■講　　　師 キャラバン・メイト（徳島県キャラバン・メイト養成研修を受けた方）

■費　　　用 無 料（受講された方に資料およびオレンジリングを無料配布します）

■要　　　件 １）10人以上の集まりがあること
２）市内において申し込み団体による実施場所の確保がされていること

●問い合わせ　市介護保険課　地域包括支援センター　☎22-2265

そこで…

老
化
に
よ
る

物
忘
れ

物忘れの自覚はある ご飯のメニューなど
体験の一部を忘れる

判断力の低下はみら
れない

時間や場所、人との関
係などは分かる

認
知
症

物忘れの自覚がない ご飯を食べたこと自
体を忘れる

判断力が低下する 時間や場所、人との関
係が分からなくなる

[冷蔵庫]　扉を開ける時間をできるだけ減らす。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ん
ぜ
ん
に　

と
ま
っ
て
し
よ
う　

け
い
た
い
で
ん
わ	

明
石　

悠
吾
（
川
島
小
学
校
４
年
）
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[冷蔵庫]　商品を詰め込み過ぎないようにする。

肺がん・結核検診のお知らせ

肺がん・結核検診実施予定表

●対象者
　40歳以上（昭和50年３月31日以前に生まれた方）で、今年4月以降に胸部エックス線検査を受けてい
ない方

●検診（胸部エックス線検査・喀
かくたん

痰検査）について
■肺がん検診：40歳～ 64歳以下の方
■肺がん・結核検診：65歳以上の方
■喀痰検査：次の①②に該当する方で希望される方
①50歳以上（昭和40年３月31日以前に生まれた方）で
　喫煙指数（1日本数×年数）が600以上の方
②最近６カ月以内に血痰のあった方
　検診当日、受付にお申し出ください。喀痰容器と郵送用封筒をお渡しします。
　３日分の痰をとって、郵送用封筒で検診機関に提出していただきます。

●個人負担金
①胸部エックス線検査：無料
②喀痰検査：500円（検診当日にお支払いいただきます）
　70歳以上の方、住民税非課税世帯の方は無料です。

［注意］
・40歳～ 74歳の方の肺がん検診受診券は、５月中旬にお送りしたがん検診などの受診券つづりの10ペー
　ジにあります。
・肺がんの受診券に＊印が入っている方で受診を希望される方は、直接検診場所へお越しください。
・75歳以上の方には、８月上旬に受診券をお送りします。
・検診にはボタン、ファスナーなどのない軽装でお越しください。
・当日の朝、大雨および暴風警報が発令された場合には、検診を中止します。
　中止の場合、個人連絡はしませんので、別の実施日に受診ください。
・次のとおり、市内を巡回車が回ります。（市内どの場所でも受診することができます）
・広報車による呼びかけはしませんので、予定表をご覧のうえ受診してください。

実　施　日 地　　区 時　　　　　間 場　　　　　　所

8月29日（金）

鴨島

午前
９：30 ～ 10：10 神島会館
10：30 ～ 11：20 喜来老人憩の家

午後
13：00 ～ 14：00 鴨島公民館
14：30 ～ 15：20 上浦地区公民館

９月１日（月）
午前

９：00 ～ 9：50 森山地区公民館
10：10 ～ 10：30 岡野コミュニティセンター
10：50 ～ 11：20 敷地公会堂

午後
13：00 ～ 13：40 春日神社(春日免）
14：00 ～ 14：40 内原老人憩の家

９月８日（月） 山川
午前

９：00 ～ 9：50 北村農業改善センター
10：10 ～ 10：50 瀬詰中央集会所
11：10 ～ 12：00 野郷神社（北島）

午後
13：30 ～ 14：20 中部農業改善センター
14：40 ～ 15：30 アメニティセンター

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ひ
と
り
で
も　

よ
い
こ
は
ま
も
る　

こ
う
つ
う
マ
ナ
ー	

上
村　

俊
介
（
学
島
小
学
校
１
年
）
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[照明]　日中は不要な照明を消す。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

実　施　日 地　　区 時　　　　　間 場　　　　　　所

９月16日（火） 鴨島
午前

9：30 ～ 10：10 八坂神社（西麻植駅北）
10：30 ～ 11：20 多津美公会堂

午後
13：00 ～ 14：00 文化研修センター
14：30 ～ 16：00 市役所

９月24日（水） 美郷

午前
8：30 ～ 9：30 ふるさとセンター
9：50 ～ 10：20 中枝老人憩の家

10：40 ～ 11：00 古井のお堂

午後
13：00 ～ 13：20 平山土建横待避所
13：40 ～ 14：00 東山小学校
14：20 ～ 14：40 上谷集落センター

10月６日（月） 川島
午前

9：30 ～ 10：10 三ツ島西公会堂
10：30 ～ 11：10 ぶどう総合管理センター

午後
13：00 ～ 13：40 東児島老人憩の家
14：00 ～ 14：50 川島駅前

10月９日（木） 山川
午前

10：00 ～ 10：15 皆瀬野郷神社
10：30 ～ 10：45 榎谷集会所
11：00 ～ 11：20 楠根地集会所

午後
13：30 ～ 14：00 八坂会館
14：20 ～ 15：00 吉野川市管理地（川東）

10月10日（金） 川島
午前

9：00 ～ 9：40 川島公民館山田分館
10：00 ～ 10：50 神後南部公園
11：10 ～ 12：00 川島公民館朝日ケ丘分館

午後
13：30 ～ 14：20 川島公民館
14：40 ～ 15：10 川島公民館久保田分館

10月14日（火）
山川

午前
9：00 ～ 9：50 舟戸農業改善センター

10：10 ～ 11：00 西福寺
11：20 ～ 12：00 こうつコミュニティセンター

午後
13：30 ～ 14：10 元木会館

川島 14：30 ～ 15：00 川島公民館学西分館

10月17日（金） 鴨島
午前

9：00 ～ 9：40 杉尾神社(牛島）
10：00 ～ 10：40 八幡神社（牛島）
11：00 ～ 12：00 牛島集会所

午後
13：30 ～ 14：00 大東江川公会堂
14：20 ～ 15：00 西麻植会館

10月22日（水）

川島
午前

9：00 ～ 9：30 こだま会館
9：50 ～ 10：50 川島老人福祉センター

山川 11：20 ～ 11：40 山崎南集会所
川島

午後
13：00 ～ 13：50 川島体育館

山川 14：20 ～ 15：10 ＪＡ麻植郡山川支所

10月23日（木） 鴨島
午前

10：00 ～ 10：30 知恵島老人憩の家
10：50 ～ 11：40 八幡神社（鴨島）

午後
13：00 ～ 13：50 西麻植地区公民館
14：30 ～ 15：30 飯尾敷地コミュニティセンター

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
よ
そ
み
す
な　

少
し
の
ゆ
だ
ん　

事
故
の
も
と	

藤
川　

愛
生
（
山
瀬
小
学
校
５
年
）
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８月は保険証の定期更新月です
　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成26年７月31日」となってい
るむらさき色の「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
　７月中に国保年金課から、有効期限 平成27年７月31日と記載された新しい被保険者証［濃いクリー
ム色（黄色）］をお届けします。
　平成26年８月１日から平成27年７月31日までの一部負担金の割合（１割または３割）は、平成25年
中の所得に基づき、改めて判定します。
　８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのない
ようご注意ください。

　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成26年７月31日」となっ
ています。
　平成25年度の認定証をお持ちの方で平成26年度住民税非課税世帯の方には、７月末までに「後期高齢者医療限
度額適用・標準負担額減額認定証」をお届けします。更新申請書の提出は必要ありません。
　認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去12カ月で90日を超える入院」をされた方は、国保
年金課（本館１階）に申請することで、入院時の食事代がさらに減額されます。

※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が
520万円未満の場合は１割（要申請）

１割負担となる方
同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が145万円未満

３割負担となる方
世帯構成 被保険者が１人の場合 被保険者が２人以上の場合

住民税課税所得 145万円以上 145万円以上の被保険者がいる

総収入の合計額
383万円未満は１割（要申請） 520万円未満は１割（要申請）
383万円以上は３割（※） 520万円以上は３割

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ

【一部負担金の割合の判定方法について】

後期高齢者医療被保険者証
有効期限 平成 27 年７月 31 日

新しい被保険者証の有効期限は
平成 27 年７月 31 日
になっています。　　　　　　

※ご確認ください！

拡大

[照明]　照明器具を購入するときは、省エネ型の電球形蛍光ランプやLED電球等を選択する。
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臓器提供の意思表示にご協力ください
　新しい被保険者証（有効期限平成27年７月31日）の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。
　これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機
能しなくなった方に他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更が
できます。
　臓器提供についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。
　なお、意思表示欄への記入は任意であり、義務付けるものではありません。

◆本人署名・家族署名について
　本人の署名および署名年月日を自筆で記入してください。また、家族署名欄には、この意思表示欄の記入を
知っている家族が、その確認のために署名してください（家族署名欄の署名がなくても意思表示は有効です）。

※平成26年度の保険料の決定通知書を８月中旬にお送りします。
　平成26年度の保険料が、年金から差し引かれている方は、４月分から８月分までは、仮徴収としてお支払
いいただくことになっています。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料とお支払方法のお知らせをお送りします。
　また、年金からの差し引きではなく、納付書または口座振替により保険料を納めていただく方についても、
年額保険料のお知らせと納付書をお送りします。

※臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」を貼り付けることにより、記入内容を他の人に知ら
れないようにすることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示にご協
力ください」に付いています。

※記入する場合は、ボールペンなどの消えないペンを使用してください。

●問い合わせ　市国保年金課　高齢者医療係　☎22-2213

注意事項
　保険医療機関等において診療を受けようとするときに
は、必ずこの証をその窓口で渡してください。

備　	　考

※　以下の欄に記入することにより、臓器提供に
　関する意思を表示することができます。記入す
　る場合は、1から３までのいずれかの番号を○
　で囲んでください。

１　私は、脳死後および心臓が停止した死後のいずれ
　でも、移植のために臓器を提供します。
２　私は、心臓が停止した死後に限り、移植のために臓器
　を提供します。
３　私は、臓器を提供しません。
≪１または２を選んだ方で、提供をしたくない臓器があ
　れば、×をつけてください。≫

【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】
〔特記欄:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	〕

署名年月日:　　　　年　　　　月　　　　日

本人署名（自筆）:　　　　　　　　　　　　　　　　			

家族署名（自筆）:　　　　　　　　　　　　　　　　			

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　			

◆自分の意思に合う番号を選択
　自分の意思に合う番号を１から３までの中からひ
とつ選んで○をしてください。

◆提供したくない臓器の選択
　１または２を選んだ方で、提供したくない臓器が
あれば、その臓器に×をつけてください。なお、提
供できる臓器は以下のとおりです。
脳死後：心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球
心臓が停止した死後：腎臓・膵臓・眼球

◆特記欄への記載について
　１または２を選んだ方で、皮膚、心臓弁、血管、
骨などの組織も提供しても良い方は、「すべて」あ
るいは「皮膚」「心臓弁」「血管」「骨」などと記入
できます。
　親族に優先して臓器提供をしたい方は、「親族優
先」と記入できます。

[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ、不要な時は消す。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
右
左　

ち
ゃ
ん
と
見
て
て
も　

も
う
一
度	

佐
藤　

優
（
川
田
中
小
学
校
４
年
）

23



特定健康診査対象者

生年月日 昭和14年10月１日～
昭和15年３月31日生まれの方

昭和15年４月１日～
昭和50年３月31日生まれの方

特定健康診査受診券の
有効期限 平成26年９月30日（火） 平成26年12月26日（金）

受診要件

◦平成26年４月１日時点で吉野川市国民健康保険に加入されている方のうち、健診日に
おいても吉野川市国民健康保険に加入されている方

（６月の集団健診を受診された方、国保日帰りドック健診を受診予定の方は対象外です）
◦通院をしている方も特定健康診査の対象になります
対象者にならないのは、施設・医療機関などに入所・長期入院している方などです。受診対
象にならないと思われる方は、国保年金課（本館１階）までご連絡ください

吉野川市国民健康保険にご加入のみなさまへ

今年度の特定健康診査が始まりました！

（１）集団健診・・・腹部超音波検査が同時に受けられます（希望者のみ）
事前のお申し込みが必要です

※がん検診に関しては、健康推進課（☎22－2268）にお申し込み、お問い合わせください。

◦①は、肺がん・結核検診と同日実施です
◦②・③は、胃がん・大腸がん検診と同日実施です
◦④は、胃がん・大腸がん・肺がん・結核検診と同日実施です

（２）医療機関健診・・・実施機関に事前にご連絡ください。

●問い合わせ　市国保年金課　☎22-2213

《受診期間》　　　７月１日（火）～有効期限内
《申し込み先》　　県内特定健康診査実施機関　および
　　　　　　　　麻植協同病院【要予約　代表 ☎ 24－2101　受付時間 14：00 ～ 16：00】

受診者負担額 1,000円

腹部超音波検査とは・・？
　腹部にゼリー剤を塗り、モニターで確認します。
　主に、肝臓、胆のう、すい臓、ひ臓、腎臓などの臓器に異常がないかを見ます。（膀
胱に尿が溜まっているなど）条件が良ければ子宮、卵巣、膀胱、前立腺も観察できます。
　超音波検査は、Ｘ線検査とは違い、被ばくすることはありません。
　この検査は、必ず絶食で受けていただきます。所要時間は10分程度です。

お申し込み方法
《申込期間》　各健診日の２週間前まで
《受付時間》　８：30 ～ 17：15（土・日・祝日を除く）
【注意事項】　・都合により日程を変更することがありますので、必ずお申し込みください
　　　　　　  （大雨などの警報が出た場合は中止します）

健　診　日　程
（受付時間８：30～10:00） 実施場所

受診者負担額

特定健康診査 特定健康診査
腹部超音波検査

①   9 月24日(水)
（受付時間8：30～9:30） ふるさとセンター（美郷）

1,000円 5,900円②  10月27日(月) 川島公民館
③  11月21日(金) 山川公民館
④  11月29日(土) 吉野川市役所

仕事や家事、趣味にと普段の生活が送れるのは『健康』だからこそです。
自分の健康を確認するためにも、まず特定健診を受けましょう！

[電力消費機器]　リモコンの電源でなく、本体の主電源を切る。
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吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

日 月 火 水 木 金 土
1　▲予約制 2

3 4 5 6 7　★予約制 8　●予約制 9

10 11 12　 13　 14　 15　 16

17 18 19　 20 21　 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

22日　親子フラダンス体験
講師：わけべのりこフラスタジオ　山本愛子さん
持参物：水分、タオル

リトリト☆リトミック♪　　今月のうた　「うみ」

●キラキラネイルアート体験
参加費：300円（当日、集金します。）　　対象：保護者
＊カラーは10本の指で、アートは２本まで
＊つけたいアートがある人は、持ち込み可能です

19日　子育て応援パフォーマンス
講師：四国大学生活科学部児童学科　兼間和美先生とゼミのみなさん
明るくパワフルな学生さんたちと一緒に楽しい時間を過ごしましょう！
手遊びに歌遊び…他にもパフォーマンス盛りだくさん♪

20日　Mini ミニ夏祭り＆
“S-tyle”スペシャルライブinちびっこドーム

本格的なROCKをめざし、小・中学生の女の子で結成されたガールズバ
ンド「S-tyle」。徳島を拠点に県内外で幅広く活躍中の彼女たちがちびっ
こドームで生演奏！ぜひお見逃しなく☆
子どもたちが大好きな曲も演奏してくれますよ(*^_^*)

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

25日　育児相談
講師：特定非営利活動法人　こどもの発達研究室きりん
　　　保育士　幸田恵さん

27日　紙芝居ボランティア　おしゃべりくまさん
とくしま動物園を拠点に県内を巡回公演している紙芝居ボランティア

「おしゃべりくまさん」。今年も楽しいお話を持って、ちびっこドームに
来てくれます！

▲スクラップブッキング
～アメリカ生まれの写真を使ったクラフトホビーです～
参加費：500円　　持参物：お気に入りのL判写真（複数枚）
対象：０歳から小学校６年生まで（小学校３年までは保護者同伴）
＊カラフルなペーパーやスタンプ、フラワーなどを置き、
　かわいくレイアウトをし、装飾して楽しみます
＊７月24日（木）から受け付けを開始します

絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00）
講師:読み聞かせ

グループかぶとむし

わいわい交流会＆
ファミサポ説明会

（10：30～11：30）

スクラップ
　　ブッキング

（10:30～11:30）
講師：和泉知里さん

藤澤　望さん

キラキラ
ネイルアート体験

（9:30～12:00）
講師：田村ひろこさん

子育て何でも相談
（10:30～11:30）
家庭相談員が
お聞きします

紙芝居ボランティア
「おしゃべり
　　　くまさん」
がやって来る！

（10:30～11:30）

リトリト☆
　  リトミック♪

（10：30～11：00）
講師:市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

育児相談
（10:00～12:00）

赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ

（10：00～・11：00～）
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

水遊びが始まりました！　　雨天中止
　持参物：水着・バスタオル・サンダル　
＊行事の時以外、いつでも自由に入ってください
　時間は、９時～16時までです

★赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
対象：０カ月～６カ月（10：00 ～）　７カ月～歩くまで（11：00 ～）
持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶やミルク
　　　　（水分補給用）、オムツをはずすため防水シート
＊保護者の方は動きやすい服装で来てください
＊申し込みが必要です。７月30日（水）から受け付けを開始します

先着７組ずつ

ほっこり♥
カフェタイム

（10:00～11:00）

ゆきこおばちゃん
と遊ぼう！

（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん

身体測定

身体測定 親子フラダンス
　　　　体験

（10：30～11：00）

身体測定 自由遊び

自由遊び自由遊び

自由遊び 子育て応援
パフォーマンス

（10：30～11：00）

Mini ミニ夏祭り
（10：00～12：00）
“S-tyle”
スペシャルライブ
inちびっこドーム

（10：30～11：00）

先着15組

先着10人

[電力消費機器]　 長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。
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●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／17時～23時  ☆休日／8時～23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268７月・８月

夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室７月・８月の介護予防教室

７

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

口腔（こうくう）ケア
10 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア
11 金 9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
14 月 13:30～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 口 腔 ケ ア
15 火 13:30～14:30 山川公民館 山 川 楽 し い 脳 体 操
16 水 9:30～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 栄 養 の お 話
17 木 9:30～10:30 東部集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操
22 火 9:30～10:30 川島公民館山田分館 川 島 口 腔 ケ ア
24 木 9:30～10:30 牛島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

25 金
9:30～10:30 森山地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 東山老人憩の家 美 郷

28 月
9:30～10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 口 腔 ケ ア

13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

８

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

4 月
9:30～10:30 森藤集会所 鴨 島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

口 腔 ケ ア
13:30～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操

5 火
9:30～10:30 川島公民館神後分館 川 島 口 腔 ケ ア

13:30～14:30 牛島集会所 鴨 島

6 水
9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 楽 し い 脳 体 操

13:30～14:30 上浦地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
7 木 9:30～10:30 川島公民館敷地分館 川 島 介 護 予 防 体 操
8 金 13:30～14:30 飯尾会館 鴨 島 口 腔 ケ ア

７月 ８月 医　院　名 電話番号
9 13 さ く ら 診 療 所 42-5520
10 14 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
11 16 知恵島皮膚科診療所 36-9012
12 18 糸田川クリニック 24-7555
⑬ 8 大 内 整 形 外 科 24-3058
14 4 石原内科循環器科 24-2536
15 20 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
16 22 石 原 小 児 科 24-2388
17 23 糸 田 川 眼 科 24-2531
18 21 古本内科クリニック 24-7377
19 25 美 摩 病 院 24-2957
⑳ 6 鴨 島 病 院 24-6565
� 井 内 内 科 24-3070
22 27 渡 辺 医 院 24-7177
23 28 四 宮 医 院 25-2016
24 29 松 永 医 院 42-2110

７月 ８月 医　院　名 電話番号
25 30 杉 山 医 院 25-2802
26 矢 田 医 院 25-2006
� 工 藤 内 科 医 院 42-3113
28 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
29 26 阿 部 整 形 外 科 24-4880
30 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
31 谷 医 院 42-2353

1 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
2 麻名内科外科クリニック 26-0020
③ 杏 和 医 院 22-0333
5 岸 整 形 外 科 25-3133
7 富 本 医 院 42-3123
9 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
⑩ 中西内科クリニック 42-6755
11 森 住 内 科 医 院 22-3010
12 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533

７月 ８月 医　院　名 電話番号
15 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
17 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
19 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
� いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
� リバーサイドクリニック岡田 24-8884

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　第２・４週の日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

[電力消費機器]　消費電力が大きい電気製品の日中（午後１時～４時）の使用をできるだけ避ける。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
に　

乗
る
前
、
し
っ
か
り　

点
検
を	

畑
中　

歩
（
鴨
島
第
一
中
学
校
１
年
）
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「
獄
の
棘
」 

大
門
剛
明　

著

「
女
の
い
な
い
男
た
ち
」

 

村
上
春
樹　

著

「
ケ
モ
ノ
の
城
」 

誉
田
哲
也　

著

「
あ
し
あ
と
」 

勝
目
梓　

著

「
獏
の
檻
」 

道
尾
秀
介　

著

「
黒
翼
鳥
」 

月
原
渉　

著

【
児
童
書
】

「
き
ょ
う
か
ら
飛
べ
る
よ
」

 

小
手
鞠
る
い　

著

「
た
っ
く
ん
の
あ
さ
が
お
」

 

西
村
友
里　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
７
月
、８
月
の
休
室
日 

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

も
う
す
ぐ
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
夏
休
み
が
始
ま
り
ま

す
ね
。
事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
か
ら
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
、

◆
夏
休
み
行
事
～
作
曲
し
て
み
よ

うと
き　

８
月
５
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
４
時

講
師　

真
鍋
順
紀
さ
ん

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
行
事
の
参
加
は
全
て
無
料
で
す
。

◆
徳
島
農
政
事
務
所
資
料
展

と
き　

８
月
１
日
㈮
～
８
月
31
日

㈰※
入
場
無
料

◆
開
室
時
間

 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
、紙
芝
居
、エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
第
60
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
が
入
り

ま
し
た
。貸
出
期
間
は
１
週
間
で

す
。

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
逆
流
」 

笹
本
稜
平　

著

◆
開
館
時
間

 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
館
日

月
曜
日
、祝
日
、７
月
22
日
㈫
（
振

替
休
日
）、月
末
図
書
整
理
日
（
７

月
31
日
㈭
、
８
月
29
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

７
月
12
日
㈯
、
８
月
９
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）
／

毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

７
月
19
日
㈯
（
モ
リ
ゾ
ー
と
キ
ッ

コ
ロ
）、
８
月
２
日
㈯
（
日
本
む

か
し
話
）、
８
月
16
日
㈯
（
天
狗

の
か
く
れ
里
）、８
月
30
日
㈯
（
ア

ニ
メ
学
校
の
怪
談
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
開
館
時
間

 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
７
月
31
日
㈭
）

◆
夏
休
み
手
作
り
教
室
～
遊
山
箱

と
き　

８
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
さ
ん

ま
た
子
ど
も
た
ち
の
事
件
や
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で

防
犯
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」、「
地

域
が
守
り
育
て
る
子
ど
も
た
ち
」

を
合
言
葉
に
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
全
体
で
青
少
年
を
育
む
環

境
づ
く
り
と
し
て
、
家
庭
・
学
校

地
域
社
会
・
関
係
機
関
が
緊
密
に

連
携
し
、
非
行
か
ら
青
少
年
を
守

る
と
い
う
気
運
を
醸
成
す
る
と
と

も
に
、
非
行
に
対
す
る
県
民
の
理

解
と
認
識
を
深
め
地
域
に
密
着
し

た
き
め
細
や
か
な
青
少
年
の
非
行

防
止
・
健
全
育
成
を
図
る
目
的
で

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日
～
８
月
31
日

　

６
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
美

郷
ほ
た
る
ま
つ
り
で
の
特
別
補
導

に
ご
参
加
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

　

吉
野
川
市
中
学
校
総
合
体
育

大
会
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
運
動
部
活
動
に
励
ん
で
い
る

中
学
生
に
と
っ
て
は
、
最
大
の
大

会
で
あ
り
、
３
年
生
に
と
っ
て
は

最
後
の
総
体
で
す
。
出
場
し
た

選
手
は
、
勝
利
を
め
ざ
し
て
持

て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

正
々
堂
々
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
試
合
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
は
、
精

い
っ
ぱ
い
の
応
援
で
試
合
に
出
場

す
る
仲
間
を
後
押
し
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
の
広
報
担

当
者
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

輝
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

紙
面
で
紹
介
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
（
編
）

編
集
後
記

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

お
礼

地
域
で
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

第
37
回
「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施
中

　
雑
　
草

鴨
島
東
中
学
校　

澁
川　

祐
輔

人
に
何
度
も
ふ
ま
れ
て
も

人
に
何
度
も
刈
ら
れ
て
も

雑
草
は
ね
ば
り
強
く
生
き
て
い
る

僕
も
雑
草
み
た
い
に
ね
ば
り
強
く

生
き
て
い
き
た
い

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
9
号
」よ
り

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

青
少
年
育
成
補
導

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
お
父
さ
ん　

家
族
が
待
つ
よ　

あ
な
た
の
帰
り	
坂
東　

美
奈
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

2014年（
平
成
26年

）7月
号

通
巻
118号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611		徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL	0883-22-2221　
FAX	0883-22-2244　

U
RL		http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail		m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

広
報

よ
し

の
が

わ
広

報
よ

し
の

が
わ

7
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